
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民 

ワーク 

ショップ R M I A I カフ ェ 

お い ら せ の 学 び 

１0
月
１0
日
（土
）、
町
民
交
流
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
お
い
ら
せ

の
学
びM

IRA
I

カ
フ
ェ
」第
５
回
が
開
催

さ
れ
、
13
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。 

前
回
の
第
４
回
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
先
進
事
例
研
究
を

踏
ま
え
て
、
３
つ
の
テ
ー
マ
（
①
子
育

て
・
教
育
、
②
地
域
資
源
の
活
用
・
ブ

ラ
ン
ド
化
、
③
住
民
自
治
と
人
材
育

成
）
ご
と
に
分
か
れ
て
ア
イ
デ
ア
出
し

を
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
に
次
の
よ
う

な
掘
り
下
げ
作
業
を
し
ま
し
た
。 

①
前
回
の
ア
イ
デ
ア
の
見
直
し
（
新
ア

イ
デ
ア
が
出
て
も
Ｏ
Ｋ
）
→
ア
イ
デ

ア
を
１
つ
に
絞
る
。 

②
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
の

イ
メ
ー
ジ
（工
程
表
）の
作
成 

③
実
践
に
向
け
た
具
体
的
動
き
の
イ

メ
ー
ジ
（５
Ｗ
１
Ｈ
）の
作
成 

④
発
表 

 

時
間
一
杯
を
使
って
練
り
上
げ
ら
れ 

た
事
業
提
案
は
、
ど
の
テ
ー
マ
も
と
て

も
具
体
的
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
練
り
上
げ
た
事
業
提
案
を 

大
勢
の
人
の
前
で
発
表
し
ま
す
。 

 

「
お
い
ら
せ
の
学
び 

M
IR

A
I

フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

 

１0
月
24
日
（
土
）
、
町
民
交
流
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
お
い
ら
せ

の
学
びM

IRA
I

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
と
行
政
が
一
緒
に

町
の
将
来
を
考
え
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
お
い
ら
せ
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
１
日
目
の
学
習
部
門
と
し
て
併
催

さ
れ
、
約
50
人
の
来
場
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。MIRA

I

カ
フ
ェ
と
同
様
に
佐
藤

淳
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
で
、
弘

前
学
院
大
学 

生
島
美
和
講
師
か
ら

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
前
半
で
は
県
内
で
活
動
し
て
い
る

実
践
者
（①
十
和
田NPO

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
・ハ
ピ
た
の 

中
沢
洋
子
代
表
理
事

②
弘
前
大
学

C
O
C

推
進
室 

野
口
拓

郎
助
教
③
青
森
空
港
管
理
事
務
所

神
直
文
総
務
課
長
）
の
活
動
紹
介
が

あ
り
、
後
半
は

M
IRA

I

カ
フ
ェ
メ
ン
バ
ー

が
事
業
提
案
を
発
表
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
助
言
者
、
実
践
活
動
紹
介

者
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
激
励
な

ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「おいらせの学びMIRAIフォーラム」でのMIRAIカフェメンバーによる発表の様子 

ア
イ
デ
ア
の
具
体
化
＆
発
表
！ 

テ
ー
マ
『
教
育
・
子
育
て
』 

発
表
者
▼
浜
田
祐
子 

事
業
名
▼
「MIRA
I

カ
フ
ェ
」 

事
業
概
要
▼
高
校
生
＆
じ
じ
ば
ば
の
カ
フ
ェ
で
各

世
代
の
人
・
団
体
等
を
ま
き
こ
む
。
軽
ト
ラ
市
や

公
民
館
で
百
石
高
校
生
、
小
中
学
生
、
じ
じ
ば
ば

の
カ
フ
ェ
（レ
ス
ト
ラ
ン
）を
開
く
。
会
場
で
は
カ
フ
ェ

だ
け
で
は
な
く
、
昔
遊
び
を
し
た
り
、
じ
じ
ば
ば

が
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
し
、
様
々
な
交
流
も
図

る
。 

ア
ド
バ
イ
ス
▼
拠
点
が
ど
こ
に
な
る
の
か
な
ど
、
や

っ
て
い
く
の
が
大
変
に
な
る
と
思
う
の
で
き
ち
ん
と

筋
道
を
た
て
て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
▼
実
際

に
こ
れ
を
や
っ
て
い
く
の
は
誰
か
と
い
う
と
こ
ろ
▼

世
代
間
交
流
、
そ
の
あ
と
高
校
生
活
用
、
そ
し
て

カ
フ
ェ
と
い
う
よ
う
に
、
目
的
が
ぶ
れ
て
い
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。
小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
拡

大
し
て
い
く
よ
う
な
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
が
必
要
で

は
▼
協
力
者
対
象
が
、
町
民
み
ん
な
と
な
って
い
る

が
、
最
初
は
組
織
よ
り
人
に
。
百
石
高
校
〇
〇
先

生
な
ど
、
実
践
者
個
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で

具
体
的
に
動
き
出
せ
る
の
で
は
。 

 

テ
ー
マ
『
地
域
資
源
の
活
用
・
ブ
ラ
ン
ド
化
』 

発
表
者
▼
平
井
佑
磨 

事
業
名
▼
「お
い
ら
せ
町
つ
な
が
り
ツ
ア
ー
」 

事
業
概
要
▼
ツ
ア
ー
す
る
先
で
教
え
て
く
れ
る

人
（
地
元
の
人
）
が
い
て
、
紹
介
す
る
。
最
初
は
町

の
中
に
何
が
あ
る
か
知
る
。
町
特
産
品
を
使
っ
て

行
政
、
町
内
会
な
ど
地
域
団
体
の
連
携
協
力
で 

10
月
10
日
（
土
）、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
お
い
ら
せ
の

学
びM

IR
A

I

カ
フ
ェ
」
第
５
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
、
３
つ
の
テ
ー
マ
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア
を
、
よ
り
具
体
的
な
事
業
提
案

に
す
る
た
め
に
掘
り
下
げ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
月
24
日
（
土
）

に
同
会
場
で
開
催
さ
れ
た
「
お
い
ら
せ
の
学
びM

IR
A

I

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
場
で
、

事
業
提
案
の
発
表
も
行
い
ま
し
た
。 

浜田祐子さん（発表者） 

 

「教育・子育て」 

・浜田祐子 ・福原仁一 

・高橋宏典 ・佐々木英恵 

・田中真有美 

「地域資源・ブランド化」 

・平井佑磨 ・北向直子 

・相馬一斗 ・福島妙子 

・佐藤啓二 ・澤上昌子 

「住民自治・人材育成」 

・菊池有紀 ・藤ヶ森和子 

・小向 尊 ・佐々木秀智 

・田中繁幸 

平井佑磨さん（発表者） 

菊池有紀さん（発表者） 


